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注）2015年9月現在、すでにほとんどが稼働に入り建設ラッシュは過ぎました。 



鮫川村  
指定廃棄物焼却実証実験施設第一号 

2017/3/27 

日立造船 21億円 （5千万円/トン） 



相馬市（・新地町）  ＩＨＩ タクマ 

102億円 



福島市 新日鉄住金 

110億円 
（解体費別） 



郡山市 県中浄化センター  
神戸製鋼 

2017/3/27 

182億円 



広野町 新日鉄住金  

10トントラック1,020台分の溶融スラグを路盤材に 
太平洋セメント 約3億円超 

90億円（H28年

度運用費、解体
費は含まない） 



飯舘村小宮 
神戸製鋼 

71億円（H29年
度運用費+解体
費含まず） 



伊達市 ＪＦＥ 

2017/3/27 

180億円 



川内村 日立造船 
36億円（解体費含まず） 



富岡町 三菱重工 

2017/3/27 
提供 山本宗輔氏 

623億円 



葛尾村 ＪＦＥ 
11月7日 

2017/3/27 

372億円 



南相馬市 ＪＦＥ 2基 758億円 



国見町 ＪＦＥ 
103億円（建設費、
H27年運用費） 



浪江町  日立造船、神戸製鋼ＪＶ 

495億円 



飯舘村蕨平 ＩＨＩ、日揮 

焼却炉２基 414億円 
資材化施設 31億円 



田村市・川内村境界  

東京電力(株)南いわき開閉所（変電所） 

三菱重工・大林組・東亜建設工業 

2017/3/27 

144億円 



楢葉町 ＪＦＥ 353億円 



大熊町  三菱重工 299億円 



最終処分 
 

フクシマエコテッククリーンセンター 
（既存の産業廃棄物最終処分場） 

 

2017/3/27 



富岡町 最終処分場フクシマエコテック 

10万㏃/kg以下の汚染
ゴミを管理型処分場へ 

環境省が69億円で 
買収 
富岡町・楢葉町あわせ
て100億円の迷惑料 



汚染対処特措法上の処理で 
注目されない廃棄物 

 
災害がれき（産業廃棄物） 

解体焼却炉 
下水汚泥 

バーク（樹皮） 



災害がれき（産業廃棄物） 

• 対策地域（避難区域）内廃棄物＝国の責任 
• 実態は業者に丸投げ 

金属くず、木くず、コンクリートがら、 
アスファルトがら、鶏ふんなど     ⇒リサイクル 

＜業者に発注＞ 

①放射性物質計測（シーベルトでも可） 

②「通常引き取りを行っている濃度」と同程度以上 
   のものは環境省に申告 

③業者の「自主基準」で受入れ（ex. 0.5μ㏜/h） 
  測定しなくても罰則なし 

④100％リサイクル 



解体焼却炉 

【三菱総研・新日鉄住金の手引書】 

●スミヤ法● 
汚染部分を拭き取るか、直接計測器をあててβ線
を計測 

 ⇒汚染の高いものは除染 

（100㏃/kg以上あっても）溶融処理した際に物性
が均一なインゴッドになるので放射能濃度は 
全体の平均値でよい 

スミヤ法の計測結果：バグフィルターまでＮＤ 
結果、焼却炉のほとんどはリサイクル 

 



下水汚泥 

溶融炉（溶融処理）⇒スラグ⇒リサイクル⇒路盤材 

県中浄化センター下水汚泥に44万㏃ 
  スラグ30μ㏜/h超（33万㏃超） 

仮設焼却炉設置  
 大量の焼却灰⇒10万㏃超は中間貯蔵施設でリ
サイクル（10万㏃以下はエコテック） 

スラグの濃度減衰、県外処理再開 
 （100㏃/kg超であっても希釈？） 

田村広域処理組合では3.11後も滞りなく路盤材
に加工し県内公共事業に使っている 

 

 

 



バーク（樹皮） 
3.11直後からすでに製材業者が自主処理 
（環境省がなかなか動かなかったため） 

⇒汚染により開店休業状態へ（流通は停止せず） 
⇒火力発電で木質チップを混焼（バイオマス発電） 

⇒2016年避難指示解除と連動して林業再生へ 

⇒県の伐採指針 0.5μ㏜/h 県産材利用奨励 

  木質バイオマス発電、ペレットなどでバークを有
効利用？ 

「今後20～50年かけて森林除染」 

「バイオマス発電で処理」 

「林業の大型機械化を導入」  （児玉龍彦氏講演より） 
 



事故時の国の責任ある対応とは  

除染情報プラザ  
除染・放射線Q&A 



「中身が漏れても、水の量が膨大のため周辺環境に影響が出る水
準ではない」 

「流出した草木の放射線量は低いため、周辺環境に影響を与える
可能性は低い」 

NHK福島放送 



放射性物質汚染対処特措法の廃止 
100㏃/kg基準と厳しい総量規制 

罰則 
が必要 


